
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

一

六

号

日
本
航
空
へ
の
公
的
融
資
に
係
る
国
民
負
担
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博

16



日
本
航
空
へ
の
公
的
融
資
に
係
る
国
民
負
担
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
航
空
に
対
し
、
同
社
が
破
た
ん
す
る
前
に
な
さ
れ
た
二
〇
〇
九
年
六
月
の
政
府
保
証
付
き
公
的
融
資
六
七
〇
億
円
の
う

ち
、
四
七
〇
億
円
が
国
民
負
担
と
し
て
確
定
し
た
こ
と
が
、
会
計
検
査
院
の
検
査
に
よ
っ
て
わ
か
っ
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て

い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

今
回
、
会
計
検
査
院
の
検
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
四
七
〇
億
円
の
国
民
負
担
に
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
そ
れ
が

確
定
し
た
の
か
、
改
め
て
説
明
さ
れ
た
い
。

二

四
七
〇
億
円
の
国
民
負
担
は
、
つ
ま
り
日
本
航
空
へ
の
公
的
融
資
の
う
ち
、
回
収
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
が
税
金
で
穴
埋

め
が
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
理
解
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

三

二
の
国
民
の
税
金
に
よ
る
負
担
は
、
我
が
国
の
財
政
に
お
い
て
ど
の
項
目
に
計
上
さ
れ
る
の
か
。

四

今
回
、
日
本
航
空
へ
の
公
的
融
資
の
う
ち
、
国
民
の
税
金
と
し
て
四
七
〇
億
円
の
負
担
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対

し
、
最
終
的
な
責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

五

今
回
、
日
本
航
空
へ
の
公
的
融
資
を
担
当
し
た
の
は
、
政
府
が
一
〇
〇
％
の
出
資
を
し
て
い
る
日
本
政
策
投
資
銀
行
で
あ

る
。
報
道
に
よ
る
と
、
今
回
、
四
の
事
態
が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
同
行
は
「
個
別
の
案
件
に
は
コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
」

一



と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
右
は
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
上
で
、
適
切
な
態
度
で
あ
る
か
。
政

府
の
見
解
如
何
。

六

政
府
と
し
て
、
四
の
事
態
が
生
じ
た
こ
と
に
関
し
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
に
何
ら
か
の
形
で
責
任
を
と
る
こ
と
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


